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2024年 8月 19日 

国際ロータリー第 2790地区 

24-25クラブ会長、幹事、国際奉仕委員長様

24-25奉仕統括委員会委員長 鈴木荘一

国際奉仕委員会委員長 髙田新也 

「TSUNAGU2790」プロジェクト賛助クラブ募集 

拝啓 日頃より地区奉仕プロジェクト活動にご理解とご協力をいただき、心より感謝申し

上げます。 

 さて、「TSUNAGU2790」プロジェクトについてですが、「一つのクラブでは資金的に困難な

時、もう少し大きな事業をしたいとき、でも、ロータリー財団のグローバルグラントを使う

程の事業ではないとき」事業の提唱クラブとなりプレゼンテーションを行い、地区内のクラ

ブに賛助を募り、「賛助クラブがお金を出し合って事業を支援する」というプログラムです。

簡単に言うと国際奉仕のクラウドファンディングです。多くのクラブが国際奉仕に参加し

やすくなると思い、このシステムを「TSUNAGU2790」とネーミングし、今年からの実現に動

いています。 

 今回は、6月に募集しました提唱クラブによる「提唱クラブプレゼンテーション」を 

8月 24日（土）の「奉仕プロジェクトセミナー」第 2部にて行いますので、ご覧いただき、

賛助クラブへのご理解とご参加を検討いただければと思います。 

 賛助クラブから国際奉仕の第一歩を踏み出し、そこから自分のクラブで企画し、提唱クラ

ブ側になって行く、さらには財団地区補助金、グローバル補助金を使っての国際奉仕にまで

繋がればと思っています。第 2790 地区内の多くのクラブのご参加をお待ちしております。 

「提唱クラブプレゼンテーション」資料と「賛助エントリーシート」を添付しますので、

賛助クラブは締切日までに下記送信先へシートを返信いただき、賛助金のお振込をお願い

致します。来年 1月の国際奉仕セミナーか、次年度の奉仕プロジェクトセミナーにて事業

報告いたします。                              敬具  

※締切提出日：2024 年 10月 20日まで

返信先：国際奉仕委員会 高田 新也（柏 RC) Mail：shinya.t@abelia.ocn.ne.jp 

問い合わせ TEL:090-4389-7680 FAX:04-7144-34482 

振込先： 千葉銀行 柏支店（普）4391998 RID2790 国際奉仕委員会 



賛助エントリー用紙 
 
「2790TSUNAGU 賛助クラブ用 記入用紙」              申込日 2024 年  月  日 

ク ラ ブ 名   

担 当 者 名  

携 帯 電 話  

E-mail  

 
                                    ↓ チェックしてください 
 提唱クラブ名 事 業 名 対象地域 賛助 賛助金額 

 千葉幕張 

ロータリークラブ 

 

フィリピン孤児院への 

文具支援 

 

 

フィリピン 

 
 □  

 
,000 

 
円 

 松戸中央 

ロータリークラブ 

 

ベトナム南米山学友会との 

共同事業 

 

 

ベトナム 

 

 
 □ 

 
,000 

 
円 

 鴨川 

ロータリークラブ 

ラオスの病院への医療機器 

 

 

ラオス 

 

 
 □ 

 
,000 

 
円 

   
 

 
 

 
 □ 

  
円 

賛助金額 合計 （送金額）  
,000 

 
円 

 

  ※締切提出日：2024 年 10 月 20 日でお願い致します。 

  ※返信方法：「Word」で用紙へ記入してメールか FAX でお送りください。 

 

 返信先：24-25 国際奉仕委員会 担当 委員長 高田 新也    

   Mail：shinya.t@abelia.ocn.ne.jp FAX 04-7144-3448      

   お問い合わせ TEL:090-4389-7680 

 振込先：千葉銀行 柏支店（普）4391998 RID2790 国際奉仕委員会                            

※振込み手数料はご負担ください 

 









ク  ラ  ブ  名  称 松戸中央ロータリークラブ

会 長 ・ 幹 事 名 髙木直樹会長・吉村 博幹事

担   当   者   名 福澤昭弘（国際奉仕委員長）

担 当 者 携 帯 090−1045−9731
担 当 者  m  a  i  l fukuzawa@kk.iij4u.or.jp

Mail：shinya.t@abelia.ocn.ne.jp    FAX  04-7144-3448         

お問い合わせ TEL:090-4389-7680

事　業　名

対　象　地　域

相　手　団　体

事　業　内　容

概　略　予　算

その他付記事項

① 学習参考書、教材、筆記用具等
＠5,000,000 ドン×3 施設分  ＝  15,000,000,000 ドン
＊ドン/円レート  1 ドン=0．0063 円（2024/07/10 現在）

※締切提出日：2024 年     7 月     31 日でお願い致します。

※返信方法：「Word」で用紙へ記入してメールか FAX でお送りください。

返信先：24-25 国際奉仕委員会  担当  高田                

ベトナム南米山学友会（公益財団法人ロータリー米山記念奨学会の公認団
体）
松戸中央ロータリークラブとベトナム南米山学友会（当時は前身組織である
米山奨学生南部ベトナム学友クラブ）とは、2016 年から継続的に共同事業を
行ってきた。
支援対象は、ベトナム南米山学友会が支援する孤児院、視覚障害ホーム、中
学、高校である。
松戸中央ロータリークラブは、ベトナム南米山学友会が運営する、対象の子
供達に対して奨学金制度に支援の重きを置いてきた。
しかし、アフターコロナで国際奉仕事業を再開するにあたり、ベトナム南米
山学友会と協議を重ね、支援先への物品援助も行う事とした。
そこで、支援先に学習参考書、筆記用具等を援助することで、更に、ベトナ
ムの子供達に日本語教育をとおして、ベトナムの子供達に『もっと日本を好
きになって』もらい、文化交流を通して、将来にわたり日本とベトナムの友
好関係を深めたい。

約 94,500 円（2024/07/10 現在のレート）

提唱クラブ申込用紙

「2790TSUNAGU 提唱クラブ用  記入用紙」                                     申込日 2024 年  7 月  20 日

ベトナム南米山学友会との共同事業（もっと日本を好きになって欲しい）

提 唱 ク ラ ブ 詳 細

ベトナム
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ベトナム南米山学友会との共同事業 
（2025年4月実施予定）

ベトナムの 
恵まれない子供たちに 
学習教材を届けたい‼

TSUNAGU 2790

松戸中央ロータリークラブ　2024-25年度  会長 髙木直樹

1

松戸中央ロータリークラブとは

創立43年目（1982年～）の 

国際奉仕事業 
社会奉仕事業 

を得意とするクラブです

2

松戸中央ロータリークラブの国際奉仕事業
2009年　フィリピン･セブ島支援 
2010年　カンボジア支援 
2011年　イギリス・ノーリッジRC訪問 
2012年　ベトナム・ホーチミン支援① 
2013年　インドネシア・バリ島支援 
2014年　インドネシア・バリ島支援 
2015年　ベトナム・ホーチミン支援② 
2016年　ベトナム・ホーチミン支援③ 
2017年　ベトナム・ホーチミン支援④ 
2019年　インドネシア・バリ島支援 
2024年　ベトナム・ホーチミン支援⑤

3

ベトナム南米山学友会とは

1. ベトナム南米山学友会が誕生！海外 10 番目
ベトナム南部、

ホーチミン市を中

心とする「ベトナ

ム南米山学友会」

が 5 月 9 日の常務

理事会にて正式に

承認され、海外 10 番目となる米山学友会が誕生

しました。創立会員は 28 人、初代会長はホー ラ

イ フーンさん（1973-75／桐生西ＲＣ）、副会長

をタイ ヴァン ナムさん（2007-11／千里ＲＣ）

が務め、その他 1 人の会計、2人の監事、7人の

理事、計 12 人の役員で運営されます。

ホー ライ フーン

会長は「5月 9 日は

われわれにとって

記念すべき日とな

りました。これから

皆で一層団結し、世

の中、人々のため、頑張ってやっていきたい」

と、意気込みを語りました。 

ホーチミンでは 2014 年から米山学友がグル

ープを形成し、児童・障害者・高齢者のための

福祉施設への慰問などさまざまな奉仕活動の実

績があり、今後さらなる活躍が期待されます。

2. 寄付金速報 ― 今年度も残り１カ月半 ―
4 月までの寄付金は

前 年 同 期と 比 べ て

5.9％増（普通寄付

金:1.1％減、特別寄付

金:9.6％増）、約 6,960

万円の増加となりま

した。送金が遅れてい

た普通寄付金の納入も回復し、2,088 のクラブ

からご送金いただきました。また特別寄付金も

創立記念寄付として 17 クラブから合計 270 万

円という多額のご寄付をいただき、厚く御礼申

し上げます。今年度も残すところ 1 カ月半とな

りました。引き続きご支援賜りますようよろし

くお願い申し上げます。

3. 米山学友が中心となった衛星クラブが誕生
第 2680 地区（兵庫県）で米山学友を中心とす

る衛星クラブ、宝塚ユニバースロータリー衛星

クラブ（スポンサークラブ：宝塚ＲＣ）が 3月

6 日付で認証を受け、正式に誕生しました。衛

星クラブとは既存のクラブの中に作られるク

ラブで、8 人の会員で結成が可能です。衛星ク

ラブ会員はスポンサークラブの正会員ですが、

独立して例会を開き、細則や理事会も独自のも

のとなります。

同衛星クラブは 10 人の創立会員のうち 8 人

が米山学友で、麦
バク

嘉
カ

輝
キ

さん（2017-18／尼崎西Ｒ

Ｃ）が初代議長。毎月第 1・第 3火曜日の 19 時

からオンラインで例会を開催します。 

麦さんは、「クラブ名の『ユニバース』には『全

世界、全人類』という意味を込めました。この

多国籍な米山学友が集まったクラブの多様性

を生かし、多くの仲間を集め、自由に討論を重

ね、ともに世界や地域社会のための奉仕活動を

積極的にしていきたいです。これから有志の仲

間を増やして活発に活動していきます」と、意

気込みを語りました。 

2023 年5 月12 日 
発 行 

前年同期比 

普 - 1.1% 特 + 9.6%

+ 5.9％

4

ベトナム南米山学友会の皆さん

5

支援先の子供たち

6



7 8 9

10

今回お願いしたい支援金

94,500円（概算） 
　　　　　　　　　　　　＊2024.7.10現在のレート 

対象：孤児院・学校等の施設 
内訳：学習参考書、日本語教材

11



事 業 名

ク  ラ  ブ  名  称

会 長 ・ 幹 事 名
会長

幹事

担   当   者   名

担 当 者 携 帯

担 当 者  m  a  i  l

対 象 地 域

相 手 団 体

事 業 内 容

Mail：shinya.t@abelia.ocn.ne.jp   FAX  04-7144-3448                     

お問い合わせTEL:090-4389-7680

カンボジア、シェムリアップ州でのVision Van活動に向けて

そ の 他 付 記 事 項

※締切提出日：2024 年    7 月    31 日でお願い致します。

※返信方法：「Word」で用紙へ記入してメールか FAX でお送りください。

返信先：24-25 国際奉仕委員会  担当  高田                

Siem Reap  州  Cambodia

Ankor Japan Friendship International Hospital

現在のカンボジアは都市部の経済発展は著しいが、農村部の貧困はまだまだ顕著であ
る。医療についても同様で、もともと医師の数が少ないことに加え農村部は病院も少
なく人々は治療を受ける事を積極的にはしない。交通手段がトゥクトゥク、バイク、
自転車が多い中で、視力低下によって起こりうる事故等の危険の認知度が低く、目が
よく見えない程度では病院を受診するという認識が少ない。一方では、視力低下含め
白内障疑いなどの眼科受診対象者は増加している。医師が少ない中、カンボジア内の
眼科医師の数は更に少ない。そこで、相手団体である Ankor Japan Friendship
International Hospital では、眼科医療機器の研修を受けた医療スタッフが Van(車)で遠
方の村々をまわり、視力検査や、細隙灯顕微鏡検査を行い直接の受診が必要な人を病
院に送るなどのボランティア活動を行う予定。医師は病院での診察がある為基本的に
は同行しないが、病院内で携帯医療デバイスから送られてくるデータを確認し、遠隔
診断を行う。この活動によって眼科受診、治療が遅れる事での Preventable Blindness
(防ぐことのできる失明)を減らすことを目標としている。今回私達が手掛けるプロ
ジェクトは、現地病院スタッフボランティアグループが車で活動するために必要な、
眼科の携帯医療デバイスの購入。その医療デバイスは、スマートホンに装着し現地で
病院と同じ検査ができる製品で、スマートホンを通し病院にいる医師が遠隔診療でき
るものである。
以上に加え、現在各ご自宅で不要になっためがねの寄付を募り現地に送る。

概   略   予   算 約 30 万円

提唱クラブ申込用紙

「2790TSUNAGU 提唱クラブ用  記入用紙」                                           申込日 2024 年  7 月 25
日

提 唱 ク ラ ブ 詳 細

鴨川ロータリークラブ

亀田秀次

神定浩明

亀田美穂

090-1452-6201

kameda.miho3010@gmail.com

mailto:kameda.miho3010@gmail.com
mailto:kameda.miho3010@gmail.com
mailto:shinya.t@abelia.ocn.ne.jpFAX04-7144-3448
mailto:shinya.t@abelia.ocn.ne.jpFAX04-7144-3448
mailto:shinya.t@abelia.ocn.ne.jpFAX04-7144-3448
mailto:shinya.t@abelia.ocn.ne.jpFAX04-7144-3448
mailto:shinya.t@abelia.ocn.ne.jpFAX04-7144-3448
mailto:shinya.t@abelia.ocn.ne.jpFAX04-7144-3448
mailto:shinya.t@abelia.ocn.ne.jpFAX04-7144-3448
mailto:shinya.t@abelia.ocn.ne.jpFAX04-7144-3448
mailto:shinya.t@abelia.ocn.ne.jpFAX04-7144-3448
mailto:shinya.t@abelia.ocn.ne.jpFAX04-7144-3448
mailto:shinya.t@abelia.ocn.ne.jpFAX04-7144-3448
mailto:shinya.t@abelia.ocn.ne.jpFAX04-7144-3448
mailto:shinya.t@abelia.ocn.ne.jpFAX04-7144-3448
mailto:kameda.miho3010@gmail.com





	1_賛助クラブ募集のご案内
	2_賛助エントリー用紙
	3_千葉幕張RC提唱クラブ申し込み用紙
	4_千葉幕張プレゼンテーション資料
	スライド番号 1
	スライド番号 2

	5_松戸中央RC提唱クラブ申し込み用紙
	Table 1

	6_松戸中央プレゼンテーション資料｜6スライド
	7_鴨川RC提唱クラブ申し込み用紙
	Table 1

	8_鴨川プレゼンテーション資料
	スライド番号 1
	スライド番号 2


